
神炊館神社さんでは、卯年ということでかわいらしいうさぎのおみくじや、

素敵な御朱印が目に留まります。

初詣にまだ行かれていない方、お参りに行ってみてはいかがでしょうか？

卯年を祝うかわいいうさぎ
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
11
月
１
日
に
須
賀
川
商
工
会
議

所
会
頭
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

地
域
の
真
の
復
興
と
創
生
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
街
に
は
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
や
街
並
み
の
整

備
も
進
み
、
行
き
か
う
人
も
多
く
な
り
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
新
た
な
技
術
・
技

法
を
活
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
々
が
楽
し
め
る
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
昨
年
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

や
円
安
の
進
行
に
伴
う
原
材
料
や
石
油
製
品
の
高
騰
な
ど
に
よ

り
、
地
域
産
業
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
幅
広
い
業
種
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
環
境
も
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
こ
そ
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
時
代
の

環
境
が
急
激
に
変
化
す
る
中
で
、
生
き
残
り
を
か
け
た
自
己
変

革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ
き
、
今
ま
で
と
異

な
る
発
想
・
視
点
で
事
業
を
見
直
し
、
組
み
立
て
な
お
す
こ
と

も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
事
業
者
の
経
営
戦

略
に
踏
み
込
み
な
が
ら
伴
走
型
支
援
事
業
を
展
開
し
、
地
域
事

業
者
の
自
律
的
発
展
が
図
れ
る
よ
う
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
創
業
や
事
業
再
構
築
、
新
た
な
分
野
へ
の
事
業
展
開

な
ど
、
事
業
者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
・
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
導
入
に
よ
る
事
業
改
革
を
積
極
的
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
強
力
に
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
地
域
経
済
社
会

の
創
出
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
過
密
さ
に
よ
る
リ
ス
ク
が
再
認

識
さ
れ
、
地
方
へ
の
移
住
の
動
き
が
出
て
お
り
ま
す
。
幸
い
に
、

須
賀
川
地
方
は
、
道
路
・
鉄
道
・
空
港
な
ど
交
通
体
系
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
当
地
方
へ
の
定

住
人
口
・
交
流
人
口
の
促
進
策
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
人
口
減
少
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
様
々
な
業
種
に

お
い
て
人
材
不
足
と
な
っ
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
に
地
元
企
業

を
知
っ
て
い
た
だ
く
地
元
企
業
説
明
会
の
開
催
や
人
材
育
成
事

業
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
、
若
い
人
た
ち
が
こ
の
須
賀
川
で

働
き
・
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
え
る
地
域
社
会
の
形
成
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
員
事
業
所
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
推
進
を
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
環
境
保
全
な
ど
商

工
会
議
所
と
し
て
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
の
貴
重
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
ま
す
福
島
空
港
に
つ
き
ま

し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
航
空
情
勢
で

あ
り
ま
す
が
、
県
及
び
空
港
関
係
者
と
十
分
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
利
活
用
促
進
と
新
規
路
線
の
開
拓
へ
向
け
た
取
り
組
み

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
地
域
事
業
所
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、

今
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

須
賀
川
商
工
会
議
所
会
頭  

菊　

地　

大　

介

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

展示店大募集！展示店大募集！ ～すかがわ商店街～第19回雛（ひゝな）の笑顔に会えるまち

　「雛の笑顔に会えるまち」事業を、中心市街地の各商店
会や商店街振興組合、須賀川商工会議所・女性会等合同
で実施いたします。
つきましては、より多くのお店に雛展示のご参加を

いただき、すかがわ商店街を盛り上げていきたいと考え
ておりますので、ぜひ皆様のご協力をいただきますよう
お願い申し上げます。
　抽選で商品券があたるスタンプラリーも実施します。

展示期間　 ２月17日㈮～３月３日㈮

展示内容　 各店の所有する雛飾りを展示していただきます。

申込締切　 １月7日㈯
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19日㈭
20日㈮
24日㈫

27日㈮

1日㈬
2日㈭
4日㈯

高校卒業予定者を対象とした地元企業説明会第３回運営委員会（商工会館）
須賀川地区就職ガイダンス第3回運営委員会（グランシア須賀川）
田善顕彰版画展 二次審査（商工会館）
第604回常議員会（商工会館）
須賀川地区税務関係団体協議会臨時会（商工会館）
「第19回雛の笑顔に会えるまち」第２回実行委員会（商工会館）
事業計画作成セミナー（商工会館）
新春議員懇談会（グランシア須賀川）
高校卒業予定者を対象とした地元企業説明会（グランシア須賀川）
須賀川地区経営者協会新春講演会（グランシア須賀川）
第33回田善顕彰版画展 展示及び表彰式準備
（市民交流センター tette）

5日㈭
6日㈮
10日㈫
11日㈬
12日㈭

13日㈮
17日㈫
18日㈬
19日㈭

青年部 第10回三役会（割烹万松）
年末調整個別指導会（～13日）（商工会館）
青年部 第10回役員会（商工会館）
日本政策金融公庫金融相談会（商工会館）
女性会「第5回スマホで地域をつなぐ～デジタルツール
利活用ワークショップ～」（須賀川市民交流センター tette）
須賀川珠算連盟打合せ会（商工会館）
須賀川まちづくり推進協議会正副委員長会（商工会館）
田善顕彰版画展 一次審査（商工会館）
会員交流大会第 3回実行委員会（商工会館）
女性会「第6回スマホで地域をつなぐ～デジタルツール
利活用ワークショップ～」（須賀川市民交流センター tette）

インフォメーション
1
月

2
月

「
共
に
つ
く
る

　
　

住
み
続
け
た
い
ま
ち

        

す
か
が
わ
」を
目
指
し
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
３
月
に
福
島
県
沖
を
震
源
と
す

る
地
震
が
発
生
し
、
本
市
で
も
住
家
や
公
共
施
設
な
ど
が
大
き

な
被
害
を
受
け
た
ほ
か
、
６
月
の
中
通
り
を
中
心
と
し
た
降

ひ
ょ
う
に
よ
り
、
本
市
で
は
果
樹
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
野
菜
に

つ
い
て
過
去
２
番
目
と
な
る
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
度
重
な

る
自
然
災
害
に
よ
り
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
一
昨

年
に
続
き
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
８
月
の
第
７
波

で
は
、
県
内
に
「
福
島
県
医
療
非
常
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
感

染
が
拡
大
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
第
８
波
も
私
た
ち
の

生
活
や
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
警
戒
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
危
機
感
を
も
っ
て
、
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
今
後
５
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
９
次
総
合
計
画
「
須
賀
川
市

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」
の
初
年
度
と
な
る
年
で
あ

り
ま
す
。
本
計
画
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど

の
時
代
の
潮
流
を
捉
え
な
が
ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
反
映
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
将
来
都
市

像
に
つ
い
て
は
、「
共
に
つ
く
る　

住
み
続
け
た
い
ま
ち　

す

か
が
わ
」
と
し
、
市
民
や
本
市
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
、
ま
ち

へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
み
、
こ
の
ま
ち
を
構
成
し
て
い
る
一
人

で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

の
醸
成
を
図
る
た
め
、
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、
14
の
政
策

と
46
の
施
策
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
「
次
の
10
年
」
を

見
据
え
た
政
策
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
各
種
施

策
を
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
市
民
協
働
推
進
部
」

を
新
た
に
創
設
す
る
な
ど
の
行
政
組
織
改
編
を
行
う
考
え
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
行
政
組
織
改
編
に
合
わ
せ
て
、
現
在
の
公

民
館
に
お
け
る
生
涯
学
習
機
能
に
加
え
、
地
域
活
動
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
ほ
か
、
地

域
住
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
を
円
滑
に
し
、
災
害
時
な
ど

に
お
い
て
は
、
地
域
防
災
活
動
の
中
心
と
な
る
な
ど
、
多
様
な

機
能
を
有
す
る
地
域
の
拠
点
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

須
賀
川
市
長

橋  

本  

克  

也
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会
　頭
菊
　
地
　
大
　
介

㈱
あ
お
い
　
代
表
取
締
役

副
会
頭

鈴
　
木
　
和
　
幸

㈱
セ
ル
ク
ル
　
代
表
取
締
役

専
務
理
事

飛
　
木
　
孝
　
久

須
賀
川
商
工
会
議
所

商工会議所役員・議員

常
議
員（
旅
館
料
飲
部
会
長
）

味
　
戸
　
雄
二
郎

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
須
賀
川
　
専
務
取
締
役

常
議
員（
建
設
部
会
長
）

赤
井
田
　
貴
　
之

赤
井
田
造
園
土
木
㈱
　
代
表
取
締
役

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

常
議
員

三
　
瓶
　
久
　
三

三
瓶
重
機
建
設
㈱
　
代
表
取
締
役

常
議
員

菅
　
波
　
良
　
隆

丸
和
水
産
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員
大
和
田
　
朋
　
克

福
島
県
商
工
信
用
組
合
須
賀
川
支
店
　
支
店
長

議
　員
長
　
田
　
春
　
治

福
島
交
通
㈱
須
賀
川
営
業
所
　所
長

副
会
頭

鈴
　
木
　
成
　
保

㈱
マ
ザ
ー
ル
　
代
表
取
締
役

副
会
頭

安
　
田
　
喜
　
好

㈱
安
田
塗
装
　
代
表
取
締
役

常
議
員

横
　
山
　
　
　
敦

㈱
横
山
建
設
　
代
表
取
締
役

議
　員
遠
　
藤
　
秀
　
樹

㈲
エ
ン
ド
ー
自
動
車
工
業
　
専
務
取
締
役

議
　員
大
　
賀
　
一
　
男

㈱
大
賀
商
店
　
代
表
取
締
役

議
　員
大
　
西
　
巧
　
郎

ホ
テ
ル
ウ
ィ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
須
賀
川
　
支
配
人

議
　員
石
　
澤
　
雄
　
吉

江
信
特
殊
硝
子
㈱
須
賀
川
工
場
執
行
役
員
兼
工
場
長

監
　
事

平
　
原
　
一
　
昭

岩
通
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
　
代
表
取
締
役

監
　
事

関
　
根
　
真
　
吾

関
根
真
吾
税
理
士
事
務
所
　
代
表
税
理
士

常
議
員（
商
業
部
会
長
）

吉
　
田
　
陽
　
一

福
陽
ガ
ス
㈱
　
代
表
取
締
役

監
　
事

米
　
澤
　
智
　
成

㈱
常
陽
銀
行
須
賀
川
支
店
　
支
店
長

常
議
員

鈴
　
木
　
幸
　
二

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
須
賀
川
電
力
セ
ン
タ
ー
　
所
長

常
議
員（
財
務
金
融
部
会
長
）

鈴
　
木
　
克
　
幸

常
議
員

西
　
川
　
　
　
茂

大
内
新
興
化
学
工
業
㈱
須
賀
川
工
場
　
常
務
取
締
役

常
議
員

橋
　
本
　
和
　
直

㈱
橋
本
組
　
代
表
取
締
役

常
議
員

広
　
瀬
　
吉
　
彦

広
洋
設
備
㈱
　
取
締
役
会
長

㈱
東
邦
銀
行
須
賀
川
支
店
支
店
長

常
議
員

橋
　
本
　
幸
　
江

須
賀
川
瓦
斯
㈱
　
代
表
取
締
役
専
務

常
議
員

廣
　
田
　
進
　
一

ト
キ
ワ
印
刷
㈱
　
取
締
役
総
務
本
部
長

常
議
員

樽
　
川
　
久
　
夫

ア
ル
フ
ァ
電
子
㈱
　
代
表
取
締
役

常
議
員

関
　
根
　
一
　
男

ニ
ュ
ー
ワ
ー
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
㈲
　
取
締
役
会
長

常
議
員

藤
　
田
　
　
　
元

㈱
Ｌ
ａ
ｓ
ｉ
Ｑ
　
代
表
取
締
役

常
議
員（
庶
業
部
会
長
）

真
　
壁
　
正
　
彦

㈱
ア
イ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
　
代
表
取
締
役

日
本
工
営
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
統
括
本
部

パ
ワ
ー
＆
デ
ジ
タ
ル
事
業
本
部
事
業
本
部
長

常
議
員（
工
業
部
会
長
）

石
　
井
　
廣
　
文

林
精
器
製
造
㈱
　
代
表
取
締
役

常
議
員

伊
　
藤
　
平
　
男

須
賀
川
信
用
金
庫
　
常
務
理
事

常
議
員

小
　
野
　
浩
　
喜

㈱
オ
ノ
ヤ
　
代
表
取
締
役

常
議
員

大
　
内
　
康
　
広

㈱
グ
ラ
ン
シ
ア
須
賀
川
　
代
表
取
締
役

常
議
員

伊
　
林
　
和
　
広

常
議
員

大
　
木
　
和
　
彦

㈱
瑞
穂
不
動
産
　
代
表
取
締
役

常
議
員（
運
輸
観
光
部
会
長
）

樫
　
村
　
　
　
聡

㈲
あ
さ
ひ
観
光
　
代
表
取
締
役

常
議
員

佐
　
藤
　
伸
　
二

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
須
賀
川
営
業
所
　
所
長

常
議
員

佐
　
藤
　
　
　
博

㈱
ひ
ま
わ
り
　
取
締
役
会
長
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 地域企業の持続的発展と
活力あるまちづくりを目指して 須賀川 

議
　員
栗
　
原
　
敏
　
郎

紅
食
㈱
　
代
表
取
締
役

菊
　
地
　
一
　
樹

三
柏
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員

議
　員（
顧
問
）

佐
　
藤
　
俊
　
彦

佐
藤
産
業
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員
佐
　
藤
　
　
　
裕

㈲
テ
ク
ノ
事
務
機
　
代
表
取
締
役

議
　員
佐
　
藤
　
浩
　
之

㈲
さ
と
う
写
真
館
　
代
表
取
締
役

議
　員
小
　
林
　
　
　
集

小
林
会
計
㈱
代
表
取
締
役

議
　員
近
　
藤
　
宏
　
樹

㈱
釜
屋
代
表
取
締
役

議
　員
齋
　
藤
　
　
　
勉

エ
ス
ケ
ー
電
子
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員
佐
々
木
　
秀
　
三

福
島
空
港
ビ
ル
㈱
　
代
表
取
締
役
副
社
長

議
　員
郡
　
部
　
仁
　
喜

㈲
割
烹
万
松
　
代
表
取
締
役

議
　員
古
　
積
　
忠
　
之

東
北
電
力
㈱
郡
山
営
業
所
所
長

議
　員
影
　
山
　
章
　
子

㈲
カ
ゲ
ヤ
マ
作
画
社
　
専
務
取
締
役

議
　員

議
　員（
顧
問
）

笠
　
原
　
賢
　
二

笠
原
工
業
㈱

代
表
取
締
役

議
　員
柏
　
木
　
栄
　
治

Ｓ
Ｕ
Ｓ
㈱
福
島
事
業
所
　
所
長

議
　員
金
　
箱
　
　
　
茂

㈱
ア
メ
商
百
貨
店
　
グ
ル
ー
プ
会
長

議
　員
神
　
田
　
雅
　
彦

神
田
産
業
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員
蕪
　
木
　
徳
　
春

㈲
か
ぶ
ら
　
代
表
取
締
役

議
　員
村
　
上
　
常
　
雄

東
建
土
質
測
量
設
計
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員
栁
　
沼
　
敏
　
道

㈱
大
東
銀
行
須
賀
川
支
店
　
支
店
長

議
　員
山
　
本
　
弘
　
則

山
本
電
気
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員
吉
　
村
　
安
　
寿

㈲
中
央
測
量
設
計
事
務
所
　
代
表
取
締
役

議
　員
和
　
田
　
太
　
郎

和
田
装
備
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員
谷
　
地
　
儀
　
仁

㈱
慈
愛
　
事
務
長

議
　員
和
　
田
　
信
　
之

㈲
和
田
印
刷
　
代
表
取
締
役

㈱
福
島
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
製
作
所
　
工
場
長

議
　員
渡
　
邉
　
和
　
広

㈲
渡
部
ボ
デ
ィ
ー
工
業
　
取
締
役
会
長

議
　員
渡
　
部
　
富
三
夫

議
　員
宗
　
方
　
保
　
晴

㈱
保
土
原
屋
　
代
表
取
締
役

議
　員
鈴
　
木
　
　
　
学

㈱
福
島
銀
行
須
賀
川
支
店
　
支
店
長

議
　員
鈴
　
木
　
龍
　
京

㈲
パ
ブ
リ
ッ
ク
会
計
　
副
所
長

議
　員（
特
別
顧
問
）

深
　
谷
　
幸
　
弘

㈱
南
部
自
動
車
学
校
　
代
表
取
締
役
会
長

議
　員
堀
　
江
　
祐
　
介

㈲
堀
江
屋
呉
服
店
　
代
表
取
締
役

議
　員
日
　
向
　
信
　
敬

㈱
日
向
精
工
　
代
表
取
締
役

議
　員
松
　
本
　
新
太
郎

松
本
建
設
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員
萩
　
原
　
輝
　
一

㈱
ホ
テ
ル
虎
屋
　
取
締
役
会
長

議
　員
水
　
野
　
　
　
晃

㈲
水
野
教
材
社
　
取
締
役
総
務
課
長

議
　員
渡
　
邉
　
雄
　
一

平
半
染
工
㈱
　
代
表
取
締
役

議
　員
円
　
谷
　
哲
　
司

㈲
円
谷
印
刷
　
代
表
取
締
役

議
　員
野
　
村
　
重
　
忠

㈱
末
原
屋
　
取
締
役

議
　員
内
　
藤
　
祥
　
一

㈲
内
藤
酒
店
　
代
表
取
締
役

議
　員
髙
　
田
　
裕
一
郎

㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
須
賀
川
営
業
所
　
所
長

議
　員
仁
井
田
　
敦
　
朗

㈱
ニ
イ
ダ
テ
ッ
ク
　
代
表
取
締
役
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和
や
か
に
行
わ
れ
た
須
コ
ン

青
年
部

婚
活
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
し
た

　須賀川商工会議所青年部（車田真一郎会
長）は、12月11日にグランシア須賀川に
おいて婚活パーティ『須コン』を開催しまし
た。出会いの場の提供を通じて地域経済の
活性化を促すことを目的としたもので、今
回が初開催となります。当日は男性12名、
女性12名の計24名の参加がありました。
残念ながらマッチングはありませんでした
が、ブラッシュアップして来年度以降も開
催する予定となっております。

講
演
す
る
菅
原
氏

須
賀
川
地
区
経
営
者
協
会
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

親
族
内
事
業
承
継
に
つ
い
て
考
え
る

　須賀川地区経営者協会経営研究部会（樽
川久夫部会長）は12月 6日、事業承継を控
える企業の皆様へ将来の事業承継の準備に
役立てていただくことを目的に「事業承継
セミナー」を開催しました。
　当日は会員事業所より 15 名が参加。㈱ア
オキマネジメント、ニューワーク情報サー

ビス㈲代表取締役の菅原 治氏
を講師に招き、現状分析の重要
性や方法、承継すべきものなど
について話を伺いました。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
運
営
委
員
会
の
様
子

運
輸
観
光
部
会

今
年
度
は
須
賀
川
市
役
所
を
会
場
に
開
催

　須賀川地区就職ガイダンス第2回運営委員会
が12月7日に商工会館において開かれました。
　例年 3 月に開催していた就職ガイダンスで
すが、今年度は採用市場の動向などに鑑み令和
5年 2月 18日（土）午前 10時より午後 3時ま
での開催とし、会場についても参加者の利便性

を考え須賀川市役所で開催する
ことで決定しました。事務局では
「ぜひ多くの学生に参加してほし
い」と呼びかけています。

冒
頭
あ
い
さ
つ
す
る
鈴
木
和
幸
委
員
長

総
務
運
営
委
員
会

菊
地
会
頭
を
講
師
に
新
春
議
員
懇
談
会
を
開
催

　総務運営委員会（委員長／鈴木和幸副会
頭）が 12 月 13日に開かれ、令和４年度新
春議員懇談会の開催について協議しました。
　今年度の議員懇談会については、菊地大
介会頭（㈱あおい代表取締役）を講師に迎え、
現在進められている翠ヶ丘公園の施設整備
事業についての思いや、将来の展望につい
ての講演会を実施することとしました。

須
賀
川
地
区
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
運
営
委
員
会

委
員
会
対
抗
戦
の
様
子女性
会
年
忘
れ
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

一
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

　須賀川商工会議所女性会（松本恵美子会
長）の年忘れクリスマスパーティーが12月
６日にホテルサンルート須賀川において開
催され、会員約30名が参加しました。当日
は委員会対抗で競い合うゲームや、豪華賞
品が当たる抽選会などが開催され、会場は
大いに盛り上がりました。参加者間の今年
一年の労をねぎらい、来年の飛躍を誓い合
う絶好の機会となりました。

観
光
を
楽
し
む
様
子

松
島
の
小
旅
行
を
満
喫

　運輸観光部会（樫村聡部会長）主催の「わ
がふるさと須賀川のうちそとみて歩き会」が
12 月13日に、多くの会員事業所の参加の
もと、行われました。
　当日は、天候にも恵まれ、松島の遊覧船に
乗船しながら、美しい景色を眺めることが
でき、参加者も松島の小旅行を満喫してい
る様子でした。

うごき
会議所会議所の

うごき
会議所の
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

須
賀
川
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

本
質
的
な「
課
題
」と
は
？

　須賀川まちづくり推進協議会若手世代に
よるまちづくりワーキング委員会の行う
「須賀川大学」事業では、12月 22日に各自
が新規事業創出を行う上で仮置きしている
課題の「質」の向上をゴールに定め、ワーク
ショップを開催しました。当日は㈱Recloc
新規事業担当の吉田有希氏を講師に迎え、

参加した市内事業者や行政職
員などが、自身の定めている課
題を本質的な課題まで掘り下
げるための考え方を学び合い
ました。

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

元
気
だ
！
す
か
が
わ
あ
き
ん
ど
祭
り
実
行
委
員
会

サ
ン
タ
を
見
つ
け
て
豪
華
賞
品
Ｇ
Ｅ
Ｔ
‼

　元気だ！すかがわあきんど祭り実行委員
会（水落行男委員長）は12月 24日に「tette
に隠れたあきんどサンタを探せ！！」を須賀
川市民交流センター tette にて開催いたし
ました。当日は人数制限を設けるなど感染
症対策を十分に施したうえで開催し、約60
名の参加者で賑わいました。

研
修
会
席
上
行
わ
れ
た

永
年
勤
続
表
彰

須
賀
川
地
区
警
察
官
友
の
会

警
察
官
友
の
会
研
修
会
を
開
催

　須賀川地区警察官友の会（菊地大介会長）
の令和４年度研修会が、12月６日グランシ
ア須賀川において開催され、約30名が参加
しました。
　当日は、須賀川警察署員３名に対する永
年勤続30年表彰と、年末年始特別警戒激励
金、新型コロナウイルス感染防止対策用品
の贈呈が行われました。
　また、河野弘樹生活安全課長による記念
講話が行われ、コロナ禍におけるなりすま
し詐欺等に対する防犯意識を高めました。

長
年
の
功
績
に
感
謝
状
を
受
け
た

渡
邉
前
会
長

須
賀
川
地
区
警
察
官
友
の
会

警
察
官
友
の
会
渡
邉
前
会
長
に
感
謝
状
伝
達

　須賀川地区警察官友の会前会長の渡邉達
雄氏に対する県警本部長感謝状の伝達が、
11 月 29 日須賀川警察署において行われま
した。
　渡邉氏は、会の運営とともに県連合会理
事も務め、約７年にわたり警察署員への激
励や警察署活動への協力に尽力しました。
　当日は、須賀川警察署赤松正広署長から
感謝状が伝達され、永年の功績が称えられ
ました。

豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会

ス
カ
ガ
ワ
モ
ン
ス
タ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会

当
選
者
決
定
！！　須賀川商店会連合会（水落行男会長）主催

「ＬＩＮＥ版スカガワモンスタースタンプラ
リー 2022」の抽選会が 12月 12日須賀川商
工会館にて開催されました。１ヶ月間にわた
り開催されたスタンプラリーには、市内外か
ら約650名が参加され、各賞に応募いただき
ました。最高賞の旅行券をはじめ、人気のゲー
ム機や須賀川物産品の詰め合わせなど、103
名の方が当選されました。

年末調整指導会のお知らせ
源泉所得税の納期特例を受けている方の「年末調
整個別指導会」を開催します。関係書類をご持参
のうえお越しください。

お問合せ先：中小企業相談所（丹伊田・熊谷・増子）　☎76－2124

日　　時 令和 5年１月 6日（金）～ 13日（金）
　　　　　 午前 9時～午後 5時 ※土日祝日除く
場　　所 須賀川商工会館第二会議室

持参書類   ・年末調整関係書類（税務署から送付）
　　　　    ・源泉徴収簿（令和 3・4年分）、
　　　　  　 給与台帳及び納付書

≪以下該当者のみ≫
生命保険・地震保険控除証明書
社会保険料控除証明書
住宅借入金特別控除関係書類
扶養控除申告書　など

うごき
会議所会議所の

うごき
会議所の
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2023年  年頭所感

　日本再生・変革に挑む
　　　　　　～志を高く、新しい時代を切り拓く～

明けましておめでとうございます。
2023年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。

はじめに
　私は、昨年 11 月の会頭就任時に「日本再生・変革に挑む」
とした所信を表明し、「変革の連鎖」によって日本再生を成し
遂げるために全身全霊を傾けることを会員の皆さまに誓いまし
た。また、その後、全国各ブロックの商工会議所の皆さまや都
内の中小企業経営者と対話する機会を得て、「現場主義」と「双
方向主義」を継承・徹底させていかなければならないとの思い
を新たにしました。われわれ商工会議所は、今年も一丸となっ
て事業者の皆さまの声を適切に政策提言や事業活動に生かしつ
つ、地域経済、日本経済の発展のために力を尽くしてまいりま
す。

当事者意識を持ち自己変革を
　さて、わが国は、過去 20 年以上にわたり物価、賃金、生産
性がほぼ横ばいという停滞が続き、先進諸国に比して相対的に
競争力は低下しています。さらに、昨年、コロナ禍に加え、ロ
シアのウクライナ侵攻、世界的なインフレなど、大きな環境変
化が次々と押し寄せ、極めて予測困難な状況が続いています。
　本年は、こうした大きな環境変化に対応しつつ、人口減少や
少子高齢化、社会保障費の拡大、財政赤字、人手不足、エネルギー
問題、さらには加速するデジタル化やグローバル化への対応な
どの構造的課題にわが国が正面から取り組み、成長軌道に戻し
ていくための重要な年になると認識しています。足元では、複
合的な要因による物価上昇・円安の影響で中小企業は厳しい状
況に置かれていますが、われわれ、企業が成長の原動力である
という当事者意識を持ち、現実を直視し、果敢に自己変革に挑
まなければ、この時代を生き抜くことはできません。今こそ、
渋沢栄一翁の「逆境の時こそ、力を尽くす」という信念に学び、
企業経営者が積極的に行動を起こしていかなければなりませ
ん。
　私は、経営者の責務は、経済価値、社会価値、環境価値の三
つを同時に追求すること、即ち社会に責任を持ち、貢献するこ
とだと考えています。中小企業は、変化に対する柔軟な対応力
を有しており、経営者と現場の距離も近く、経営者の理念を共
有しやすい土壌があります。中小企業こそが自己変革と地域貢
献・社会貢献の主役であり、日商の会頭として、私が先頭に立っ

て自己変革に挑戦する中小企業のイノベーション創出と付加価
値向上を通じた成長を支援、大企業と中小企業が共存共栄でき
る社会を目指していきたいと考えております。

企業の挑戦を支える環境整備を
　一方、政府の重要な役割は、企業の挑戦を支えるための環境
整備にあります。特に「民間投資の強力な推進」「持続的に賃
上げできる環境整備」「サプライチェーンの強靭化と経済安全
保障」「多様な人材が活躍できる国づくり」の四つの対応を政
府には求めたいと思います。資源を持たないわが国が持続的に
成長するためには、競争力のある「科学技術創造立国」として
の地位の確立を目指し、成長のエンジンとなる新たな産業分野
へ投資を強力に促進していくことが不可欠です。そのためにも、
政府は、新しい資本主義の重点投資４分野における官民の適切
な役割分担、リスクシェアリングを図り、企業の成長期待を高
めるとともに、十分な規模の政府支出、税制、民間投資を促す
大胆な規制改革に取り組んでいただきたいと思います。
　エネルギーに関しては、安定供給の確保とともに、2050年カー
ボンニュートラル実現に向け、GXの活用や原子力を含むエネ
ルギー政策を政府が前面に立って推進することが求められま
す。さらに、中小企業が賃上げできる環境整備に向けて、取引
価格の適正化、デジタル化の推進等、生産性向上への支援強化
が必要です。生産拠点の国内回帰を含め、多様化する供給網の
整備も急務であり、企業の予見性を高め、自由な経済活動を阻
害しない経済安全保障に取り組むべきであると考えます。

志を高く、新時代を切り拓く商工会議所に
　商工会議所としては、地域の第一線で活躍する会員企業の皆
さまと共に、こうした課題や変化をタイムリーに察知し、商工
会議所自らも変化に対応できる強い足腰を鍛え、「中小企業の
イノベーション創出・成長支援」「大企業と中小企業の共栄共
存の実現」「人と企業が輝く地域の創造」の3本柱の実現に向け、
全力で取り組んでまいります。
　昨年、日本商工会議所は 100 周年を迎えました。次の 100年
に向けて、本年が、「日本再生・変革に挑む」ための力強い一
歩を踏み出す年となるよう、スピード感をもって実行していく
組織、志を高く、新しい時代を切り拓いていく組織を目指して
まいります。皆さまの一層のご支援とご協力を心からお願い申
し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

日本商工会議所会頭 小　林　　健小　林　　健

8

発行所/須賀川商工会議所　〒962－0844 福島県須賀川市東町59－25　TEL(0248)76－2124(代)　FAX(0248)76－2127

印　刷　(有)和田印刷〒962-0057福島県須賀川市袋田字守子92-8　TEL0248-75-2256
ホームページ　　　　　　　　　で　　　　　E-mail skgwcci01＠sukagawacci.or.jp　 Twitter公式アカウント@sukagawacci須賀川商工会議所 検索


